
令和 7 年度 第 1 回在宅医療塾（通算 50 回目）
  

日本医師会生涯教育単位 1.5 単位 【カリキュラムコード：80 在宅医療】 
 

「在宅看取りにおける『死亡診断時刻』の考察 

～医学的根拠、法的責任、そしてチーム連携の要～」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

会     場：伊勢崎敬愛看護学院 3 階第五教室 

Web 配信（zoom）によるハイブリット形式 

参加対象者：医療・介護従事者・ケアマネジャーetc. 

定   員：100 名（会場参加 30 名 ※マスクの着用をお願いします） 

参 加 費：無 料 

参加ご希望の方は、裏面の参加申込書に必要事項等をご記入のうえ、FAX・メールにて 
お申し込みください。二次元コードからの申込も可能です。 
たくさんのお申し込みをお待ちしています。 

主催：伊勢崎佐波医師会  共催：群馬県医師会 

お問い合わせ：伊勢崎佐波医師会、在宅医療介護連携センターいせさき・たまむら 

〒372-0024 群馬県伊勢崎市下植木町481（伊勢崎佐波医師会病院内） 

TEL 0270-75-5111  FAX 0270-75-5112 
 

令 和 7 年 度 群 馬 県 地 域 医 療 介 護 総 合 確 保 基 金  

在 宅 医 療 等 基 盤 整 備 事 業  

2026.２.１７（火） 19：00 ～ 20：30 

 講師  真岡西部クリニック 院長 趙 達来 先生 

（ 講師はオンラインにて講演します ） 

在宅看取りにおいて、「死亡診断時刻」をいつとするかは、医学的、法的、倫理的、そして実務上の課題が複雑

に絡み合う問題です。家族が発見した時刻、訪問看護師が確認した時刻、医師が診断した時刻、いずれを選択

すべきでしょうか。 

本講演では、まず「死亡」の医学的定義（不可逆的停止）とその判定における医師の独占的権能（医師法）を 

確認します。死亡診断書に記載する「死亡したとき」は、単なる発見時刻ではなく、医学的根拠に基づく診断  

時刻であることが、厚生労働省マニュアルや判例から示されています。したがって、医師による最終診断前の 

状態を「呼吸停止状態」と表現することは、医学的に正確であると同時に、ご家族への配慮と多職種間の適切

な役割分担につながります。 

具体的には、家族への初期対応の言葉づかい（グリーフケアを織り込むのが良い）、訪問看護師との連携プロ

トコル、診断記録のポイント、そして「異常死」が疑われる場合の判断フローについて解説します。地域の多職種

が共通認識を持ち、実践的な手順を標準化することで、「死亡診断時刻」をめぐる混乱を防ぎ、患者と家族に 

とって最善の、かつ医療チームにとって安全で持続可能な看取りの実現が可能となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 申 込 書  

 

 

 

 

第 1 回在宅医療塾に参加を申し込みます。 

施設名・連絡先（電話番号）                             

 

 

 

 

 

送付状は不要です。本状のみ送信してください。  

 

お申し込みいただいたメールアドレスに ZOOM の招待メールをお送りいたしますので、ア

ドレスは間違いの無いよう、また鮮明にご記入をお願いします。E-mail からの申し込みを推

奨します。開催時間が近づきましたら、参加の手続きをお願いします。可能であればスマホ

は避けていただき、PC あるいはタブレットでの参加をお願いします。入室の際は、お名前

を入力してください。  

 

※ 個人情報について 

１．本研修にご参加される方々の個人情報を以下の目的に利用させて 

いただく場合があります。不都合がある場合には、ご遠慮なくお 

申し出ください。 

２. 研修の様子の写真撮影 

３. ご参加いただく方の氏名、ご所属等のリスト作成 

（参加者への配布はしない） 

 ※ 右記二次元コード（URL）からの申し込みも可能です。 

申し込み先 F A X  0270-75-5112 

E - m a i l  za-renkei@isesa-med.or.jp 

定 員  先着 10０名 

締め切り   2 月 14 日（土） 

氏 名 参加方法に☑ 職 種 E-mail アドレス 

 □ 会 場 

□ Web 視聴 
  

 □ 会 場 

□ Web 視聴 
  

 □ 会 場 

□ Web 視聴 
  

 

 

 

 

申込二次元コード 

1957 年 10月 1 日福島県白河市にて出生、酉年生まれ 

1976 年 4月福島県立医科大学入学 

1982 年 3月同卒業後附属病院麻酔科入局 

学位は『実験的開腹術における輸液量の検討』で取得 

1992 年 6月白河厚生病院麻酔科科長を退職、6カ月間栃木がんセンターで研修 

1993 年 1 月 4 日真岡西部クリニック開業→今年で開業 3３年目に 

おやま城北クリニック（当時）の太田秀樹先生が在宅医療・訪問看護を実践されていると知り、会食した

のがきっかけで『在宅ケアネットワーク栃木』を始める 

現在芳、賀郡市医師会理事（在宅医療・医療保険・新型コロナワクチン担当）、獨協医科大学臨床教授 

『せっかち』と良く言われているが、酉年生まれなのでご容赦を！ 

 

 

 

http://mail-to.link/m9/11qb15o 

◆講師略歴  趙 達来（ちょう たつらい） 

 


